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■2017/３期 ３Ｑ 業績総括

（スライド資料の通り）
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■2017/３期 ３Ｑ 連結ＰＬ実績

当第３四半期連結累計期間（2016年４月１日～2016年12月31日）は、増収減益となり、経常利
益は前年同期比84.0％の82億64百万円となった。一方で、３Ｑ ３ヶ月のみでは増収増益となり、
経常利益は前年同期比103.9％の64億61百万円となった。

累計期間の連結売上高は、前年同期比102.7％となった。前期下期からクロムハーツを除いた
㈱ＵＡ、㈱コーエンおよび各社のネット通販が増収した。

売上総利益率は前年同期から0.2ポイント改善し、52.6％となった。また、３Ｑの３ヶ月では為替
等の影響により、前年同期から0.8ポイント改善した。

販管費率は、前年同期から2.1ポイント上昇したが、３Ｑの３ヶ月のみでは売上向上に伴う固定
費率の低減等により、1.0ポイントの上昇に留まった。
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■連結PL ３Ｑ ３ヶ月実績（2016年10月～１２月）

（説明は省略）
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■単体 売上高実績 チャネル別

単体売上高は３Ｑ累計で前期下期にクロムハーツ事業を除いた前年同期比で102.6％、含め
た比較で99.3％となった。

既存店売上高前期比は３Ｑ累計で101.3％、３Ｑ ３ヶ月のみで103.7％となった。なお、下期にお
ける既存店売上高前期比の計画修正値前提は101.2％である。

小売、ネット通販、アウトレットとも、３Ｑ ３ヶ月は上半期に比較し前年同期比が伸長した。

３Ｑ ３ヶ月間でのネット通販の売上構成は15.3％、アウトレットは14.4％となった。
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■単体 売上高実績 事業別

３Ｑ ３ヶ月は全ての事業が既存店売上高前期比クリアとなった。

３Ｑ ３ヶ月の動向としては、UA事業はメンズ、ウィメンズのカジュアル部門が順調に推移した。
GLR事業はメンズドレス部門およびウィメンズ全般、SBUはドゥロワー、ボワソンショコラ、ステー
ション ストアが順調に推移した。
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■連結 売上総利益率 実績

３Ｑ累計での売上総利益率は、前年同期から0.2ポイント改善の52.6％となった。

３Ｑ ３ヶ月では前年同期から0.8ポイント改善の55.4％となった。

３Ｑ ３ヶ月で各事業の売上総利益率の増減等が連結売上総利益率に与えた影響は次の通り。

㈱UA ビジネスユニットによる影響は＋0.6ポイント。ビジネスユニット自体の売上総利益率前期
差は＋0.8ポイント。為替の影響が主な要因。

㈱UA アウトレット等による影響は＋0.1ポイント。アウトレット等自体の売上総利益率前期差は
＋0.5ポイント。事業品およびアウトレット専用品双方の売上総利益率改善が主な要因。

㈱UA その他原価による影響は＋0.2ポイント。前年同期の為替によるマイナス要素が剥落した
ため。

その他、子会社動向等に伴う影響はマイナス0.1ポイント。子会社毎の売上強弱や為替の影響
等があるものの、累計で見ると概ねフラット。



9

■連結販管比率実績

３Ｑ累計での連結販管費率は、前年同期差＋2.1ポイントの45.1％となった。

また、３Ｑ ３ヶ月では前年同期差＋1.0ポイントの40.4％となった。

項目別の売上比における前年同期からの増減内容は次の通り。

宣伝販促費：上半期は㈱UAの大型出店に伴う販促費等が増加したが、３Ｑでは売上比の増加
率が抑制された。

人件費、賃借料：３Ｑについては、売上向上に伴う相対的な固定費率の低減により売上比の増
加率が抑制された。

その他経費：３Ｑは消耗品費等、固定費の減により売上比の増加率が抑制された。
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■連結BS実績

連結総資産は前年同期末比112.1％の784億６百万円となった。

前年同期末比での差異要因は以下の通り。

流動資産は、前年同期末比113.6％の553億45百万円となった。これは主に現預金およびたな
卸資産の増によるものである。固定資産は、同108.5％の230億61百万円となった。これは主に新
規出店に伴う有形固定資産や差入保証金の増によるものである。

流動負債は、同117.5％の364億59百万円となった。これは主に短期借入金、１年以内返済予
定の長期借入金の増によるものである。

固定負債は、同145.7％の79億47百万円となった。これは主に長期借入金の増によるものであ
る。

長短借入金の残高は、前年同期末比171.5％の189億円となった。

たな卸資産は、前年同期末比110.3％となった。３Ｑ累計期間の連結売上高前年同期比は102.7
％であり、売上の伸びを上回っている。

増加している内容は主に今期秋冬商品である。スローセラー商品については鮮度が高いうちに
低い値引率で販売を行い、在庫の効率化を目指す。また、順調なネット通販については今後も積
極的な商品の投入を行ない、販売機会ロスの低減による売上拡大を目指す。
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■ 連結ＣＦ実績

第３四半期末の現金及び現金同等物は、66億17百万円となった。

３Ｑ累計での営業CFはマイナスであるが、通期ではプラスを見込んでいる。

営業キャッシュ・フローは、25億26百万円のキャッシュアウトとなった。キャッシュインの主な内訳
は税前四半期純利益77億、仕入債務の増34億であり、キャッシュアウトの主な内訳は、たな卸資
産の増67億円、法人税等の支払額40億円である。

投資活動によるキャッシュ・フローは、40億77百万円のキャッシュアウトとなった。キャッシュアウ
トの主な内訳は新規出店等に伴う有形固定資産の取得29億円である。

財務活動によるキャッシュ・フローは、74億７百万円のキャッシュインとなった。キャッシュインの
主な内訳は短期借入金の増83億円および長期借入金の増60億円であり、キャッシュアウトの主
な内訳は、自己株式の取得30億円、配当金の支払22億円である。
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■グループ合計出退店実績、通期見込み

第３四半期の実績：グループ合計での新規出店数：19、退店：９、第３四半期末の店舗数：364。

通期のグループ合計出店見込み：22、退店：16、期末店舗数見込：360。

期末店舗数は前回の見込みから３店舗の減となる。

前回からの変更の内訳：㈱UAの新規出店２店舗の増および退店５店舗の増である。



13

■参考：㈱UA ３Ｑ累計出退店実績

（説明は省略）
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■参考：３Q末までの出退店明細

（説明は省略）
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■グループ会社の進捗

・（株）フィーゴ

３Ｑ累計期間は減収増益となり、売上高は、前年同期比97％の21億円となった。売上高は前年にわずかに及ば
ずも、為替影響等により売上総利益が改善し増益となった。

・(株)コーエン（決算月：１月）

３Ｑ累計期間は増収減益となった。売上高は、前年同期比109％の72億円となった。値引販売の増などにより、売
上総利益率が低下したことなどが要因で減益となった。今後は品番数の見直しや、商品・販売・宣伝部門の連携
強化によるヒット商品開発等により、定価販売比率向上を目指す。

・UNITED ARROWS TAIWAN LTD. （決算月：１月）

３Ｑ累計期間の業績は概ね計画通りに進捗。日本同様、高い気温推移で秋物が苦戦するも、話題性のある商材
などが好調に推移した。SNSへの投稿頻度増等により認知度向上を図る。また、昨年７月にオープンしたECサイト
も徐々に認知度が向上。

・(株)Designs（決算月：１月）

2016年10月に１号店となる「ブラミンク トーキョー」を港区南青山に出店（路面店）。高感度なお客様のご来店が多
く、「ここでしか買えない」オリジナル商品が売れ筋となっている。

・CHROME HEARTS JP合同会社（決算月：12月）

分社後の全社売上高32億円。ビジネスユニット（BU）売上高の前期比は95.8％。10～12月BU売上高は前年マイ
ナスも、上半期実績（91.4％）から改善傾向。ちなみに2017年１月についても、ビジネスユニット売上高前期比は
103.3％（速報値）と前年を上回り推移。
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■施策の進捗

本日は、以下２つの施策の進捗について説明する。どちらも今年度の経営方針に基づいた施

策である。

・ ハウスカード会員サービス リニューアル後の進捗

・ UAオンラインストアの強化に向けた取り組み
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■ハウスカード会員サービス リニューアル後の進捗

昨年８月、これまで別々の会員形態をとっていたハウスカード会員とUAオンラインストア会員

を統合した。ポイントサービスも一元化し、お買上100円につき１ポイントを提供、1ポイント１円と

して次回のお買い物から使用できる形式に切り替えた。従来は最低でも年間５万円以上ご購入

しないとポイント還元がない仕組みであったため、単価のリーズナブルな事業の会員様がメリッ

トを受けづらいという問題があった。今回の改定で全ての会員様がサービスを受けられるように

なった。

同時に、年間獲得ポイントや購入金額に応じて提供する全社共通のグレードアップ特典に加

えて、各事業毎の購入金額に応じたエクストラサービスを準備し、それぞれの事業特性に応じ

た特典を提供している。

ハウスカードのアプリとUAオンラインストのアプリも統合し、iOS版に加えてアンドロイド版の提

供も開始した。
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■ハウスカード会員サービス リニューアル後の進捗

今回のリニューアルが新規会員の獲得と既存会員の活性化につながり、様々な指標が改善

し始めている。

ハウスカード会員数については、昨年12月末現在で約303万人となり、サービス改定前の７月

末から９％程度増加した。過去１年以内に購入実績のある稼動会員数は約112万人となり、７

月末から18％程度増加している。８月から12月までの新規入会者数は約24万人で、前年同期

から85％程度増加した。ハウスカード会員様の購買金額については、８月～12月の累計売上

が前年同期の約22％増となった。

他にも、会員統合によるUAオンラインストアの新規利用者の増加、次回のお買い物から使用

できるポイントサービスへの変更によるお客様のリピート購入の促進、アンドロイド対応による

スマートフォンアプリ利用者の大幅増など、今後の成長につながる要素も見えてきた。

ハウスカード サービスの認知拡大とあわせ、さらにリニューアルの効果が拡大してくるものと

考える。



19

■UAオンラインストアの強化に向けた取り組み

前述のハウスカード会員とUAオンラインストア会員の統合により、ハウスカードをお持ちの方

はご自身のIDを使ってUAオンラインストアでお買い物ができるようになった。実店舗とオンライ

ンストアの使い分けなどお客様の購買行動を分析し、オムニチャネルの施策を進めるためには

、UAオンラインストアの売上を伸ばしていくことが必要不可欠である。

第３四半期の単体ネット通販売上高の前年同期比は124.2％であった。これに対しUAオンライ

ンストアは110.6％となった。UAオンラインストアにはまだまだ伸ばせる余地があると考えており

、ここを強化することがネット通販全体の押し上げにつながる。

当社ではUAオンラインストアの強化に向けて三つの取り組みを行う。

１．集客増加に向けた取り組み

２．販売機会ロス縮小に向けた取り組み

３．各種機能の改善
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■UAオンラインストア強化に向けた取組

１．集客増加に向けた取組

昨今、各通販サイトがクーポンキャンペーンやタイムセールなどの割引施策を継続的に実施

しており、お客様がこれらのサイトに流れる傾向がある。また、当社のように実店舗と通販両方

を展開している会社は、通販専業の会社に比べてネット通販に対する広告費の割合が低く、集

客面に課題を残している。

そこでUAオンラインストアの宣伝広告費を、従来の売上の1.8％程度から３％程度に高める。

これまではリスティング広告やリターゲティング広告など、当社ブランドを認知されている方、当

社サイトの利用意向の高い方、アクセス実績のある方をターゲットにした広告展開に注力してき

た。今後はこれらに加え、SNS広告や記事広告、バナー広告等、新規のお客様獲得につながる

施策を増やしていく。

もう一つの取り組みが、今春に予定しているブランドサイトとUAオンラインストアの統合リニュ

ーアルである。両サイトを統合し、全く新しいサイトとしてリニューアルすることで、サイトへの入

り口を一本化し、アクセスの増加につなげる。
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■UAオンラインストア強化に向けた取組

２．販売機会ロスの縮小に向けた取組

前期、ネット通販での販売機会ロスが非常に多かった反省から、当期はUAオンラインストアと

ゾゾタウン用の在庫の初回配分を前年から30％程度増やしている。これによりネット通販の売

上は大きく拡大しているものの、トラフィックの多いゾゾタウンでの販売が好調なため、当社オン

ラインストアまで在庫が充分に行き渡らず、販売機会ロスが継続している。来期についても、商

品計画精度をより高めた上で、初回配分の拡充を継続するなど、様々な取り組みを通じてUA

オンラインストアへの在庫の供給を増やし、売上の拡大を目指す。

また、オンラインストアは撮影、採寸、商品説明の入力などの商品掲載業務があるため、実店

舗よりも商品販売開始が１週間程度遅れる傾向にある。今後は、これらの業務にかかるリード

タイムを短縮し、オンラインストアでの販売開始時期を極力実店舗に近づけることで、販売機会

ロスを縮小させる予定である。

３．各種機能の改善

UAオンラインストアでは様々な機能・サービスの改善を行っているものの、まだ実店舗に比べ

てカバーできていないサービスが多く残っている。今後はギフト包装、サイズのお直しなどのサ

ービスを追加し、サイトの利便性を高めていく。また、キャリア決済、代金後払い、他社通販サイ

トのアカウント決済など決済サービスも拡充し、お客様に利用しやすい環境を整える。さらにサ

イトの多言語化や海外配送にも取り組み、より広いお客様に向けて展開していく。
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